




要約：発症後 3年以上経過し,急性期に冠動脈病変を認めなかった川崎病既往児 169 例につ

いての長期予後を検討した。遠隔期に問題のあったものはいなかった。現状での当院の長

期管理基準としては,就学時までは年1回,以後高校卒業までは3年に1回定期検診を行い,

その後も可能であればフォローアップを継続することとしている。 


